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ここに「本文」を入れる。

文中の式は「$～$」で囲む。例えば、「1 + 1 = 2」のように。分数を利用する場合は、\displaystyleを

先行する。こうすれば、 1
2 が、

1

2
となって嬉しい。

独立した行に式を書く場合は、「\[～\]」を利用する。

∫ 1

−1

√
1− x2 dx =

π
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